
生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞

の読みどころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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長崎・ＪＡ壱岐市などは通年雇用して、農作業に人材を派遣

する「壱岐市農業支援事業協同組合」を設立しました。管内

の畜産やアスパラガスなど施設園芸で作業請負を予定。季節

に応じて複数の職場を渡り歩く仕組みで、初年度は３人の雇

用を計画しています。ＪＡと子会社が出資して設立、働き手を

求める農家に出資を募って人材を派遣します。（8/21付1面）

今週の記念日
★８月31日「やさいの日」 青果小売業などでつくる全国青果物商業協同組合連合会など
9団体の関係組合が1983年に制定。「や（8）さ（3）い（1）」の語呂合わせから。栄養たっぷり
の野菜をたくさんたべてもらうため、JAや団体などを挙げて運動を展開。関連する記念日に、
8月24日の「ドレッシングの日」も。週間カレンダーの「野菜の日」の真上にくる日付から。

＜日本記念日協会から＞

農水省は2020年度の食料自給率

がカロリーベースで過去最低の

37％になったと公表しました。米

の需要減少や小麦生産量の減少

が要因と指摘。一方、生産額ベー

スの自給率は67％で、前年度を1

㌽上回りました。政府は30年度の

食料自給率をカロリーベースで

45％、生産額ベースで75％とする

目標を設定。麦・大豆や加工・業

務用野菜などを国産に置き換える

対策を進める考え。（8/26付1面）
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東京パラリンピックが開

幕。座ったままプレーす

る競技シッティングバ

レーボール男子の田中

浩二選手（53）と田澤隼

選手（28）は、農業とゆか

りがあります。田中選手

は競技の傍ら米作りに

励み、滋賀県米「みずか

がみ」食味コンテストで

優秀賞を獲得。田澤選

手の祖母は青森のリンゴ

農家。 （8/24付13面）

ＪＡ秋田しんせいは情報通信技術（ＩＣ

Ｔ）を活用し、米や園芸など多品目経

営する大規模法人の支援に注力して

います。圃場管理や作物の生育、経

営に関するシステム導入を提案。ＪＡ

は専門部署を設け、管内185経営体

の支援に乗り出します。（8/24付1面）

日本農業新聞 東北支所 （編集担当記者） 川崎 学
最近、仙台では仙台駅東口にある「okatte（おかって）」という店の焼き芋ブリュレがブーム
です。蒸した焼き芋を半冷凍し、カスタードクリームを乗せたものです。先日、オープンと同
時に買いに行きましたが、すでに「完売」と書かれた看板が。しかし、列に並んでいる人の数
はほどほど。なぜ完売かというとSNSで予約を受け付けているからだそうです。「今風だ
な」と感じさせられた出来事です。ちなみに私もすぐに２８日の分をSNSで予約しました。

「協同の系譜」第５部

で協同組合運動の指

導者・千石興太郎（１

８７４～１９５０）の連載

が始まりました。農協

の前身・農村産業組

合を全国に設立、今

のＪＡ総合事業の基礎

を築いた傑出した人

物です。（8/21付5面）


